
応用生命化学分野で取得可能な資格 
 

 

 

毒物劇物取扱責任者 

 

･ 毒劇物営業者(製造業・輸入業・販売業)ごとに 1 人、行政窓口に申請必要 

･ 毒劇物の貯蔵設備管理、事故時の措置等を行う 

･ 毒物劇物取扱責任者となれる資格。(毒物及び劇物取締法第 8 条) 

1. 薬剤師 

2. 厚生労働省令で定める学校で、応用化学に関する学課を修了した者 

(資格証明 卒業証明書か履修単位修得証明書) 

3. 各都道府県が行う毒物劇物取扱者試験に合格した者 

(資格証明 合格証書) 

・上記 3.の試験は年一度、福岡県の手数料は 10,500 円(都道府県ごとに異なる)。 

 (参考 https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/r7-dokubutugekibutugoukaku.html) 

 

 

 

 

食品衛生管理者 

 

･ 食品衛生法で定めた食品や添加物（調製粉乳、魚肉ハム、マーガリンなど）を製造・加工する営

業者は、専任の食品衛生管理者を都道府県知事（保健所）に届出必要 

･ 食品や添加物の製造・加工における衛生管理を行う 

･ 食品衛生管理者の資格要件。(食品衛生法第 48 条第 6 項) 

1. 医師、歯科医師、薬剤師、獣医師 

2. 学校教育法に基づく大学、旧大学令に基づく大学又は旧専門学校令に基づく専門学校

において医学、歯学、薬学、獣医学、畜産学、水産学、農芸化学の課程を修めて卒業し

た者 （注: 科目数指定あり） 

3. 都道府県知事の登録を受けた食品衛生管理者の養成施設において所定の課程を修了

した者 (注: 履修の手引きに示す条件に従った単位取得が必要) 

4. 学校教育法に基づく高等学校若しくは中等教育学校若しくは旧中等学校令に基づく中

等学校を卒業した者又は厚生労働省令の定めるところによりこれらの者と同等以上の

学力があると認められる者で、食品衛生管理者を置かなければならない製造業又は加

工業において食品又は添加物の製造又は加工の衛生管理の業務に 3 年以上従事し、

かつ、都道府県知事の登録を受けた講習会の課程を修了した者 



･ 上記 4.による場合、衛生管理の業務に 3 年以上従事したのち講習を受け、同種の業種の施設

においてのみ食品衛生管理者となることができる。講習の開催(申込締切年 1 度)や定員は限ら

れ、今年度で受講料は 283,800 円。 

･ 応用生命化学分野は、上記 3.の施設で、食品衛生管理者養成施設一覧（令和７年５月９日現

在）の「九州大学農学部生物資源環境学科応用生物科学コース食品衛生課程」となる。 

 (参考 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000049348.html) 

 

 

 

 

食品衛生監視員 

 

･ 食品衛生法に基づき、食の安全を確保するために働く公務員 

･ 検疫所での、輸入食品監視、試験検査、検疫衛生などの業務を行う（国家公務員） 

 (参考 https://www.mhlw.go.jp/general/saiyo/dl/pamph-shokukan-01.pdf) 

･ 保健所等での食品衛生・環境衛生などに関する監視・指導・許認可・検査、営業者や消費者へ

の衛生講習や相談対応などを行う（地方公務員） 

･ 任用資格を満たす公務員を、厚生労働大臣・都道府県知事等が任命 

･ 食品衛生監視員の任用資格 

1. 医師、歯科医師、薬剤師、獣医師 

2. 学校教育法に基づく大学、旧大学令に基づく大学又は旧専門学校令に基づく専門学校

において医学、歯学、薬学、獣医学、畜産学、水産学、農芸化学の課程を修めて卒業し

た者 （注: 科目数指定あり） 

3. 都道府県知事の登録を受けた食品衛生管理者の養成施設において所定の課程を修了

した者 (注: 履修の手引きに示す条件に従った単位取得が必要) 

･ 応用生命化学分野は、上記 3.の施設で、食品衛生管理者養成施設一覧（令和７年５月９日現

在）の「九州大学農学部生物資源環境学科応用生物科学コース食品衛生課程」となる。 

 (参考 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000049348.html) 

 

･ 福岡市の「上級・行政技術・衛生管理(食品)」職の採用には、食品衛生監視員の被任用資格又

は取得見込みが必要 

 

 

 

 

 


